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額
田
王
と
大
海
人
皇
子
の
相

聞
歌
の
舞
台
で
あ
る
蒲
生
野

は
、
市
内
の
市
辺
地
区
や
隣
接

す
る
近
江
八
幡
市
安
土
町
に

「
蒲
生
野
」「
蒲
生
野
口
」
な
ど

の
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
箕み

つ
く
り作
山
・
瓶か

め
わ
り割
山
・
船
岡

山
に
囲
ま
れ
た
一
帯
の
平
野
部

を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
船
岡
山

は
万
葉
集
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
万
葉
の
森　

船
岡
山
公
園
」

と
し
て
整
備
さ
れ
、
自
然
の
中

で
万
葉
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

船
岡
山
の
山
頂
に
は
相
聞
歌

の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
、
麓ふ

も
と

に
は

相
聞
歌
が
交
わ
さ
れ
た
薬
猟
の

場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
巨
大
な

陶
板
レ
リ
ー
フ
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。レ
リ
ー
フ
の
隣
に
は
、

万
葉
集
に
詠
ま
れ
た
数
々
の
植

物
と
歌
を
紹
介
し
た
万
葉
植
物

園
が
あ
り
ま
す
。

　

万
葉
植
物
園
の
梅
の
木
に

は
、
万
葉
集
巻
五
に
納
め
ら
れ

て
い
る
大お

お
と
も
の
た
び
と

伴
旅
人
が
詠
ん
だ
歌

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

　

こ
の
歌
は
、
天
平
２
年

（
７
３
０
年
）
正
月
に
大
宰
府

の
大
伴
旅
人
邸
で
催
さ
れ
た

宴
で
詠
ま
れ
た
「
梅
花
の
歌

三
十
二
首
」
の
う
ち
の
一
首

で
、
新
元
号
「
令
和
」
は
こ
れ

ら
の
序
に
あ
た
る
「
初
春
の
令

月
に
し
て　

気
淑よ

く
風
和
ら
ぎ　

梅
は
鏡き

ょ
う
ぜ
ん前
の
粉こ

を
披ひ

ら

き　

蘭
は

珮は

い

ご後
の
香こ

う

を
薫か

お
ら

す
」
と
い
う
、

気
候
が
よ
く
、
梅
が
咲
き
誇
り

よ
い
香
り
が
た
だ
よ
う
初
春
の

情
景
を
表
し
た
文
言
か
ら
引
用

さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　　

地
域
の
皆
さ
ん
が
改
元
を

き
っ
か
け
に
、
地
元
の
歴
史
を

学
び
、
万
葉
の
地
の
す
ば
ら
し

さ
を
再
認
識
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
後
も

歴
史
研
究
と
継
承
に
努
め
る
と

と
も
に
、
若
い
人
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

　　

万
葉
植
物
園
で
は
爽
や
か
な

秋
風
が
心
地
よ
く
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
ま

す
。一
つ
一
つ
の
草
花
や
木
が
、

歌
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
、
情
景
や
思
い
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。
万
葉
の
詠
み
人
た

ち
と
心
を
通
わ
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①蒲生野での薬猟を描いた巨大レ
リーフ　②相聞歌が記された船岡
山頂の万葉歌碑　③大伴旅人の歌
碑　④緑豊かな万葉植物園　

東
近
江
市
と
万
葉
の

 

　
　
　  

　
　
つ
な
が
り

　

今
年
５
月
、「
平
成
」か
ら「
令

和
」
へ
と
改
元
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
元
号
は
、
初
め
て
国
書

か
ら
採
用
さ
れ
、
そ
の
出
典
と

な
っ
た
「
万
葉
集
」
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

東
近
江
市
民
憲
章
前
文
に
も

「
～
万
葉
の
こ
ろ
よ
り
綿
綿
と

続
く
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
大

切
に
し
て
～
」
と
謳う

た

わ
れ
て
い

る
よ
う
に
本
市
も
こ
の
万
葉
集

ゆ
か
り
の
地
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、東
近
江
市
と「
万

葉
集
」
の
つ
な
が
り
を
た
ど
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

今
か
ら
１
３
５
０
年
前
、
都

が
大
津
に
移
さ
れ
た
翌
年
の
天

智
７
年
（
６
６
８
年
）
５
月
５

日
、
天
皇
は
、
弟
の
大
海
人
皇

子
を
は
じ
め
群ぐ

ん
し
ん臣

を
引
き
連
れ

て
蒲
生
野
に
遊ゆ

う
り
ょ
う猟

に
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
言
う
「
遊
猟
」
と

は
薬

く
す
り

猟が
り

の
こ
と
で
、
男
性
は
鹿

の
若
角
を
狩
り
、
女
性
は
野
原

で
薬
草
を
摘
み
ま
し
た
。

　

こ
の
中
に
額
田
王
も
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
地
で
後
に

万
葉
集
を
代
表
す
る
相
聞
歌
が

詠
ま
れ
た
の
で
す
。
５
月
の
野

に
は
、
今
で
は
希
少
種
と
な
っ

た
紫む

ら
さ
き草
（
東
近
江
市
の
花
）
な

ど
の
草
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
ま

し
た
。

　

昭
和
43
年
、
相
聞
歌
が
詠
ま

れ
て
か
ら
１
３
０
０
年
を
記
念

し
、
八
日
市
郷
土
文
化
研
究
会

の
前
身
で
あ
る
蒲
生
野
顕
彰
会

に
よ
っ
て
船
岡
山
の
山
頂
に
相

聞
歌
を
万
葉
仮
名
で
刻
ん
だ
歌

碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
歌
碑
が
あ
る

「
万
葉
の
森　

船
岡
山
公
園
」、

そ
し
て
万
葉
集
の
代
表
的
歌

人
、
山や

ま
べ
の
あ
か
ひ
と

部
赤
人
が
生
涯
を
閉
じ

た
地
と
さ
れ
る
「
山
部
神
社
・

赤し
ゃ
く
に
ん
じ

人
寺
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

万
葉
の
森

船
岡
山
公
園

万
葉
ロ
マ
ン
の
舞
台

所在地：東近江市糠塚町
　【交通アクセス】
　近江鉄道「市辺駅」下車徒歩約５分
   駐車場有り

②

③

④

①

あ
か
ね
さ
す　

紫
む

ら

さ

き

の野
行
き　

標し

め

の野
行
き

　
　
　
　
　
　

野の

も

り守
は
見
ず
や　

君
が
袖
振
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

 

　

　  
～
ま
ち
の
魅
力
を
再
発
見
～

     
東
近
江

    
万
葉
め
ぐ
り　
　
　

   

　

 

紫む

ら

さ

き草
の　

に
ほ
へ
る
妹い

も

を　

憎
く
あ
ら
ば

　
　
　
　
　

人
妻
ゆ
ゑ
に　

我
れ
恋
ひ
め
や
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

 

　

八日市郷土文化研究会
会長　藤本長

ちょうぞう

藏さん
市の花「ムラサキ」福井瞳　学芸員

万
葉
集
を
代
表
す
る

　
　
　
　
　
　 

相
聞
歌

わ
が
園
に　

梅
の
花
散
る

ひ
さ
か
た
の　

天
よ
り
雪
の

流
れ
く
る
か
も　

※
現
存
す
る
日
本
最
古
の
和
歌
集
「
万
葉
集
」
を
代
表
す
る

額
ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王
（
右
の
歌
）
と
大お

お
あ
ま
の
み
こ

海
人
皇
子
の
相そ

う
も
ん
か

聞
歌
で
す
。

　

相
聞
歌
と
は
、
男
女
や
親
子
ま
た
は
友
人
な
ど
の
間
の
親
愛

の
情
を
詠よ

ん
だ
歌
の
こ
と
で
す
。
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市
内
に
は
万
葉
集
ゆ
か
り
の

地
が
も
う
一
カ
所
。
下
麻
生
町

に
あ
る
山
部
神
社
・
赤
人
寺
で

す
。
赤
人
寺
は
、
百
人
一
首
の

歌
人
と
し
て
も
有
名
な
山
部
赤

人
終し

ゅ
う
え
ん焉
の
地
と
伝
わ
り
、
山
部

神
社
に
は
赤
人
が
祭
神
と
し
て

祀ま
つ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
部
神
社
の
創
立
沿
革
は
不

明
で
す
が
、中
世
に
は
小
松
宮
、

江
戸
時
代
に
は
小
松
大
明
神
な

ど
と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
古
く
は
松
の
木

を
神
木
と
す
る
氏う

じ
が
み神
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明

治
時
代
に
改
名
さ
れ
、
山
部
神

社
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
部
神
社
本
殿
は
、
装
飾
が

ほ
と
ん
ど
無
い
簡
素
な
建
物
で

す
が
、
中
世
の
建
築
技
法
が
よ

く
残
っ
て
い
ま
す
。
市
内
で
も

数
少
な
い
室
町
時
代
の
神
社
建

築
で
あ
り
、
ま
た
主
要
な
部
材

の
保
存
状
態
も
良
好
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
に
東
近

江
市
の
文
化
財
指
定
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、隣
接
す
る
赤
人
寺
は
、

山
部
赤
人
が
晩
年
を
過
ご
し
た

と
こ
ろ
と
さ
れ
、
寺
の
本
尊
の

如に
ょ
い
り
ん
か
ん
の
ん

意
輪
観
音
は
赤
人
が
駿
河

（
静
岡
県
）
の
田
子
の
浦
か
ら

迎
え
た
も
の
で
あ
る
と
伝
わ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
本
堂
裏
手
に
あ
る
石

造
七
重
塔
は
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
、
鎌
倉
時
代
に
山

部
氏
に
ゆ
か
り
の
人
が
供
養
の

た
め
に
建
て
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

山
部
神
社
境
内
に
は
有
名
な

「
田
子
の
浦
」の
歌
碑
と
共
に「
春

野
の
す
み
れ
」
を
詠う

た

っ
た
万
葉

歌
碑
も
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
麻
生
町
は
、
山
部
神
社
と

隣
接
す
る
赤
人
寺
と
合
わ
せ
て
、

平
安
時
代
末
期
か
ら
の
宮
座
行

事
を
現
代
ま
で
受
け
継
い
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
文
献
と
し
て
も
「
山

部
神
社
文
書
」（
市
指
定
文
化
財
）

が
あ
り
歴
史
文
化
の
宝
庫
で
す
。

　

地
域
の
伝
統
文
化
を
末
永
く

受
け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

山
部
赤
人
が
生
涯
を
閉
じ
た
地

秋の歴史イベント

①赤人寺　②山部神社本殿（市指定有形文化財建造物）
③石造七重塔（国指定重要有形文化財建造物）
④「春野のすみれ」を詠った万葉歌碑

①

③④

②

石岡昌
しょういち

一さん  
  （下麻生町）

 

 

　織田信長に焼かれた近江最大級の山寺・百済寺。これまでの調査結果から
分かる巨大な中世宗教都市の姿に迫ります。

11月３日㈷まで　　能登川博物館
埋蔵文化財センター　☎0748-42-5011　 050-5801-5011   0748-42-5816

歴
史
と
文
化
に
触
れ

 

　
　
　  
　
　
秋
を
満
喫

　

東
近
江
市
は
、
日
本
史
に
名

を
連
ね
る
古
代
の
歌
人
た
ち
が

活
躍
し
た
場
所
で
す
。
野
の
花

に
安
堵
し
、
小
鳥
の
さ
え
ず
り

に
心
癒い

や

さ
れ
、
ま
た
四
季
の
移

ろ
い
を
肌
で
感
じ
喜
怒
哀
楽
を

表
し
た
歌
を
残
し
ま
し
た
。

　

蒲
生
野
は
、
万
葉
の
花
々

が
咲
き
ほ
こ
る
野
か
ら
田
園

風
景
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
自
然

豊
か
な
東
近
江
市
に
住
む
私

た
ち
は
、
万
葉
の
時
代
を
生

き
た
人
々
が
五
感
で
感
じ
た

情
緒
を
同
じ
よ
う
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

令
和
最
初
の
秋
、
万
葉
の
香

り
を
訪
ね
て
、
今
年
は
ぜ
ひ
市

内
を
散
策
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
新
た
な
ま
ち
の
魅

力
に
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。歴

史
文
化
振
興
課

☎
０
７
４
８
‐
24
‐
５
６
７
７

０
５
０
‐
５
８
０
１
‐

５
６
７
７

０
７
４
８
‐
24
‐
１
３
７
５

（
取
材
：
広
報
課　

片
山
晴
紀
）

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝対象　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持ち物

　　　　　　　　　 ＝申込み　 ＝問合せ　 ＝ IP電話　 ＝ファクス

雪野山古墳発掘30周年記念事業
 ①明治大学博物館展示「今甦る！琵琶湖に君臨した王　雪野山古墳」

 ③雪野山古墳原寸大レプリカ展示

 ②バスツアー「雪野山と蒲生野の古墳を巡る旅」
　国史跡 「雪野山古墳」などの蒲生野の古墳を堪能するバスツアーです。

２日間コース：11月２日㈯・３日㈷ （宿泊付き）、日帰りコース：11月10日㈰
45人 （最少催行人数20人） ２日間コース 19,500円　日帰りコース 5,000円

（一社）東近江市観光協会　☎ 0748-29-3920　  0748-29-3922

　　弓矢の装
そ う し ょ く や づ つ

飾矢筒である靫
ゆ き

を始めとする主要な出土品を一挙公開します。
　 10月４日㈮～27日㈰10：00～17：00

　 明治大学博物館（東京都千代田区）　☎03-3296-4448　
　 03-3296-4365  ホームページ http://www.meiji.ac.jp/museum

    　発掘調査時に型取りされて作られた、迫力ある雪野山古墳竪穴式石室の原寸
　大レプリカを展示します。
　 11月２日㈯～10日㈰10：00～17：00　 平田コミュニティセンター
　 歴史文化振興課　☎ 0748-24-5677　 050-5801-5677　  0748-24-1375

　東近江市内の万葉歌碑を巡りながら、元号 「令和」
の出典となった万葉集について、わかりやすい解説
で案内します。また、歌

か ひ

碑をめぐりながら、お菓
か し

子で
一服。万葉にちなんだ銘菓を楽しめます。
■案内ポイント＝市神神社、薬師寺、万葉の森船岡山、
　山部神社 （赤人寺）、ガリ版伝承館

10月22日㈷9:30～15:30 （予定）
　集合場所＝近江鉄道八日市駅改札前

東近江市万葉歌碑（菓子）めぐり

  国史跡百済寺境内指定10周年記念事業

  国史跡百済寺境内　ー 近江屈指の山寺その実態に迫る ー

所在地：東近江市下麻生町214
　【交通アクセス】
　近江鉄道「朝日大塚駅」
　　下車徒歩約20分
　近江鉄道バス「麻生口」
　　下車徒歩約10分
　

山
部
神
社 

赤
し

ゃ

く

に

ん

じ

人
寺

東近江市博物館グループ企画展
「東近江の万葉文化」

　能登川博物館では、市内に
残る「万葉集」ゆかりの地を紹
介する企画展を開催中です。

　
ぜひ、お越しください。
11月３日㈷まで

60人 （申込み先着順）　　
一人1,000円 （菓子代、保険代含む。） 

　別途、近江鉄道１日フリー切符900円
　昼食代1,100円 （希望者のみ）

10月14日㈷まで　歩行距離＝約５キロメートル
近江商人博物館

☎0748-48-7101  050-5802-3134
0748-48-7105


	2019.10_2-3.pdf
	2019.10_4-5

